
リアルタイムPCRの基礎を学べる！

SARS-CoV-2 RT-qPCR Detection Kit

製品概要
本品は、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2; COVID-19の原因ウイル

ス）をTaqMan®プローブを用いた1-step RT-qPCR法で検出する検査

キットです。

キットには、国立感染症研究所の病原体検出マニュアル 2019-nCoV 

Ver.2.9.1に記載されているプライマー及びプローブとポジティブコン

トロールRNAが含まれます。

実習用途として、付属のポジティブコントロールRNAを検出し、陽性・

陰性判定を行うことでリアルタイムPCRの基礎を学ぶことができます。

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格(円)

286-32851 SARS-CoV-2 RT-qPCR Detection Kit 遺伝子研究用
50回用

（約600ウェル用）
160,000

特 長

✔ リアルタイムPCRの基礎・原理を学べる！

✔ 約45分で測定完了！

✔国立感染症研究所検出マニュアル準拠の

プライマーとプローブ付属

✔ 約600ウェル分測定可能！

操作方法

製品の外観

※2種類のプライマー・プローブ及びポジティブコントロールが含まれており、
各300回ずつ測定可能です。

検体（ポジティブコントロール）

＋

本キット

調 液

リアルタイムPCRで解析（約45分）

RT-qPCR反応条件

Predenature 90℃ 30秒

Reverse Transcription 60℃ 5分

Predenature 95℃ 1分

Denature 95℃ 3秒

Annealing & Extension 60℃ 5秒

計 45分 ※装置の実稼働時間

（合計設定時間は13分）

45サイクル

実習がたのしみ！

最近話題のリアルタイムPCRとは何か、基礎から短時間で学べるわね。
実際に新型コロナウイルスを検出するわけではないから安心ね。



原 理
本キットではリアルタイムPCRのTaqman® Probe法を採用しています。TaqMan® Probe法では、

FRET (蛍光共鳴エネルギー移動)を利用してDNA増幅の測定を行います。

1. PCRの反応溶液に、TaqMan® プローブを加えて増幅を行う。DNA

ポリメラーゼは、通常のものではなくTaq DNAポリメラーゼを用い

る。

2. TaqMan® プローブが、鋳型DNAに結合する。

3. Taq DNAポリメラーゼがDNAを伸長する際に、TaqMan® プローブ

を分解する。

4. FRET蛍光分子ペアが互いに解離し、クエンチされていた蛍光分子

が発光するようになる。

使 用 例

1. コピー数の異なるポジティブコントロールRNAを用意し、未知検体として学生に渡します。

2. 調液し、PCRで測定を行います。

3. 測定結果より、陽性・陰性を判定します。

4. 検出されたCt値が検体によって異なる理由について考察します。

検体のコピー数が異なると、検出Ct値も異なるね。
実際コロナウイルスを検出する場合、Ct値が高い検体、低い検体の違いは何だろう？考えてみよう。
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